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第６章 計画の実現に向けて 
 
６-１．役割分担 
 

観光振興の推進は、行政だけでは対応できるものではなく、市、観光協会、商工会議所をはじめとし

た観光関連団体、市民が各々の役割を認識し、各主体間における協働と連携による取組を進めていく必

要があります。このため、本計画を推進するにあたり、市の役割と各主体に期待する役割を次のように

位置づけます。 

 
（１）市（行政）の役割 

観光施設の整備など、観光振興を図る上で必要となるインフラ整備を推進します。 

また、市の関係部局間での連携を図るとともに、国・県を始め、関係市町村や観光関連団体、民間

事業者、市民との協働による取組や調整を行い、総合計画や本計画に基づく施策を推進するとともに、

効果的な情報発信を実施します。 

あわせて、各主体が取り組む事業を支援し、観光による地域の活性化を図る役割を担います。 

 
 
（２）観光協会の役割 

観光協会は、観光振興を推進する中心的な存在としての役割を担う団体であり、行政とのパートナ

ーシップにより、民間事業者や商工会議所といった関係団体、市民団体などと連携・調整を図りなが

ら、観光振興に関する具体的な事業を実施します。 

また、各主体が行う事業を支援するとともに観光情報の収集や提供、誘客に向けたＰＲ活動などを

展開し、観光誘客の推進を図る役割を担います。 

 
 
（３）商工会議所の役割 

市内の商工業事業者により構成される商工会議所は、観光振興においても企業・事業者と産業関係

機関との調整役として、市や観光協会などが実施する観光振興施策に協力しながら、地場産業の発展

に努めます。 

 
 
（４）観光関連事業者の役割 

観光振興を図るためには、地域経済の主役である農業、商業、工業、NPO 法人を含めた市民団体

などの観光関連団体の取組が重要です。観光産業の担い手として、各自が持つノウハウの質の向上に

取り組むとともに行政や観光関連団体、事業者間との連携強化により、本市の魅力向上に努める役割

を担います。 

また、新たな観光振興組織として想定されるＤＭＯについては、市をはじめとする各観光関連団体

とのパートナーシップの構築と施策実施に向けた中心的な役割が期待されます。 
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（５）市民の役割 

本市を訪れた方に満足していただくためには、市民一人ひとりが温かく迎え入れ、川越の魅力を伝

えることが重要です。そのためには、市民それぞれの立場で郷土に誇りと愛着を持ち、観光まちづく

りに参加・協力をすることが重要となります。 

 
 
（６）学校教育・社会教育の役割 

行政や観光関連団体、事業者間との連携によって、郷土に誇りと愛着を持てるような教育プログラ

ムを開発します。地域の文化や歴史、自然を生かした体験学習の充実を図ります。 

 

 

 

 

６-２．進行管理 
 

本計画の推進を図るため、以下のように各施策の実施状況の把握や評価などを定期的に実施し、計

画的な進行管理を行います。 

 

（１）関係者による進行管理 

本計画の策定に関わる関係者や市民も含めて、本計画に位置づけた施策の評価を行い、進捗状況を

整理します。 

施策や事業については、評価結果や社会経済情勢の変化などを踏まえて、事業の見直しや新たな事

業の具体化など、適切な運用を図ります。 

関係者による進行管理は、以下の組織体制で実施します。 

 

①川越市観光振興計画検討委員会・検討部会 

「第二次川越市観光振興計画」に位置づけられた施策の進捗管理と検証を行い、その推進を図

るととともに、施策の検討や複数所管による関連事業の調整等を行います。 

本会議では、主に施策の実施状況の整理、効果の検証、問題点の把握等を行い、審議内容につ

いて、「川越市観光振興計画審議会」に報告します。 

 

②川越市観光振興計画審議会 

学識経験者、市内の関係団体等の代表者、市民で構成され、「第二次川越市観光振興計画」そ

の他の観光振興に関する事項について審議します。 

本会議では、「川越市観光振興計画推進委員会」の報告をもとに、主に施策・事業の見直しや

新たな施策・事業の具体化について協議をして、提言を行います。 
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（２）数値目標の設定による進行管理 

本計画の実現に向け、施策を計画的に実施するにあたり、次ページの指標を掲げ、進行管理を行い

ます。進行管理にあたっては、継続的な PDCA サイクルにより計画の見直し・改善を図っていきま

す。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 

①現状把握 

②意識の共有 

③手段の選択 

④目標の設定 

⑤体制づくり 

⑥環境整備 

⑦手段の展開 

⑧目標・結果の比較 

⑨ふりかえり評価 

⑩改善提案 

・観光施策や地域の問題点、地域の観光資源を棚卸し 

・交流人口増を通じた地域活性化について共有 

・新たな観光商品、市民との連携などの可能性 

・主なターゲット、外国人観光客、宿泊などの目標値設定 

・本計画の策定に関わる体制づくり 

・受入環境整備の展開 

・プロモーションの展開 

・数値目標の達成状況を確認 

・数値目標の達成状況に対する評価 

・次年度以降の目標修正や新たな施策展開などの改善 
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 指 標 
平成 26 年 

（基準値） 

平成 32 年 

（目標値） 

平成 37 年 

（目標値） 
指標の把握方法 

1 観光客数 657.9 万人 720 万人 750 万人 
◆把握方法 

川越市入込観光客数 

2 
観光客のリピーター

の割合 
46.3％ 50.0％ 60.0％ 

◆把握方法 

川越市観光 

アンケート調査 

３ 
外国人観光客数の割

合 
1.1％ 2.5％ 3.0％ 

◆把握方法 

川越市入込観光客数 

4 
観光時間半日以上の

観光客割合 
55.6％ 60.0％ 65.0％ 

◆把握方法 

川越市観光 

アンケート調査 

5 宿泊観光客割合 2.8％ 3.5％ 4.0％ 

◆把握方法 

川越市観光 

アンケート調査 

6 観光地立ち寄り箇所 4.4 箇所 6 箇所 8 箇所 

◆把握方法 

川越市観光 

アンケート調査 

7 平均観光消費額 4,166 円 5,000 円 5,200 円 

◆把握方法 

川越市観光 

アンケート調査 

8 
市民の観光に対する

重要度 

 

（新たな観光事業の推進） 

0.73 

 

（観光環境の整備） 

0.79 

 

※重要度の平均値 

0.91 

全体の 

平均値以上 

全体の 

平均値以上 

◆把握方法 

川越市市民満足度調

査 

 

数 値 目 標 
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